


 ここのところ、毎日、雨が降っています。

今日は、せっかくの日曜日なのに、雨降りで、

こころちゃんは家の中で退屈しています。

こころちゃんは、小学二年生。

お友達と外で遊ぶ約束をしていたのに、雨が降

ったので、また今度遊ぶことになったのです。

 

（つまらないなぁ・・・。）

 

お父さんも、お母さんも、テレビを見て、ゴロ

ゴロしていて、こころちゃんの相手をしてくれ

ません。

 



 



 こころちゃんは、思い切って雨の中を散歩してみることにしました。

赤いかさをさして、黄色い長靴をはくと、近くの公園までお散歩です。

近所のおうちの庭に、あじさいの花がみえました。

ピンク色に色づきはじめたあじさいの花が雨にぬれて、とてもきれいにみえました。

「こ・こ・ろ・ちゃん・こ・ん・に・ち・は」

どこかで声がします。

こころちゃんはびっくりしてあたりをきょろきょろみまわしました。

 



「こ・こ・で・す・よ」

と声のする方をみると、小さなかたつむりさ

んが、あじさいの葉っぱの上から、見上げてい

ます。

 

「かたつむりさん、しゃべれるの？」

こころちゃんが聞くと、 

「雨・の・日・は・特別にね。」

ゆっくりゆっくり話します。

 

こころちゃんは、雨降りばかりで退屈している

ことを、かたつむりさんに話しました。

「雨なんて、降らなければいいのに・・・。」

こころちゃんが言うと、かたつむりさんは、



「雨は、ぼ・く・た・ち・の・シャワーなん

だよ。とっても・き・も・ち・が・いいんだ。

雨が・ふ・ら・な・かったら・ぼくたち・こ

・まって・し・ま・う・よ。」 
 
 



こころちゃんは、あたりをみまわしました。

山の木や、道端の草花、あじさいの花、どれも

これも、雨に洗われて、きらきらかがやいてい

ます。

 

こころちゃんは、かさをさっとはずしてみま

した。

ポツポツと雨が髪をぬらします。

なんだか、こころちゃんも、雨のシャワーで気

持ちよくなりました。

すぐに、かさをもどすと、こころちゃんは、公

園にむかって歩き出しました。

雨降りも悪くないな、と思いながら・・・。

 
 




